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士
河
口
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２

船
津
土
地
改
良
区
記
念
公
園
が
完
成
！

「
24
年
の
歳
月
を
経
た
地
域
の
努
力
　

　
　
　
３
０
０
本
の
桜
、今
年
も
満
開
！
」

「
四
川
省
地
震
被
害
義
援
金
」

　
　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
河
口
湖
の
北

岸
（
河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル

付
近
か
ら
河
口
湖
美
術

館
ま
で
の
湖
畔
遊
歩
道

添
い
）
に
約
３
０
０
本
の

桜
が
咲
き
乱
れ
地
域
住

民
や
観
光
客
を
癒
し
て

く
れ
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
に
基
金
を

出
し
合
い
地
域
住
民
に

よ
り
「
河
口
湖
緑
の
会
」

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
は
当
時
、
何
度
も
湖
の
水
害
を
受
け
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
し
た
。24
年
前
緑
地
化
し
よ
う
と
、
数
百
本

の
桜
の
苗
木
等
を
植
栽
し
ま
し
た
。
干
拓
地
で
地
質
や

立
地
な
ど
の
条
件
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
水
や
り
、
剪

定
、
緑
地
帯
の
整
備
な
ど
丹
念
に
世
話
を
続
け
た
地
区

住
民
の
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱
が
実
を
結
び
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
花
し
ま
す
。

　
本
年
は
ゆ
っ
く
り
花
見
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

手
作
り
の
木
製
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
４
月

11
日
か
ら
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
開

花
は
予
想
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、

恒
例
の
当
会
主
催
の
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
や
保
育

園
児
の
花
見
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
住
民
が
協
力
し

て
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
ふ

る
さ
と
を
創
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成

す
る
。
」
そ
ん
な
思
い
を

感
じ
る
エ
リ
ア
で
す
。

　
去
る
５
月
18
日
、
船
津

地
区
の
南
台
に
「
船
津
土

地
改
良
区
記
念
公
園
」
が

完
成
、
晴
れ
や
か
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
は
、
昭
和
32

年
か
ら
始
め
ら
れ
た
船

津
地
区
の
区
画
整
備
事

業
に
よ
る
土
地
（
土
地
改

良
組
合
の
解
散
に
伴
い

船
津
財
産
区
へ
譲
渡
さ

れ
た
）
を
利
用
し
て
作
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
の
地
下
に
は
、
雨
水
施
設
と
排
水
施
設
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
南
台
地
区
の
雨
水
対
策
と

し
て
雨
水
を
溜
め
る
た
め
の
１
０
０
ト
ン
の
貯
留
槽
を

設
け
、
こ
れ
を
防
火
水
槽
と
し
て
３
つ
の
マ
ン
ホ
ー
ル

か
ら
給
水
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
水

が
足
り
な
い
場
合
に
は
、
水
道
管
か
ら
給
水
で
き
る
よ

う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
排
水
施

設
を
作
っ
て
、
そ
の
上
を
公
園
化
す
る
と
い
う
方
式
を

今
後
の
採
用
し
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
公
園
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
風
力
発
電

と
太
陽
光
発
電
等
を
利
用
し
た
、
街
灯
の
設
置
で
す
。
こ

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
の
富
士
環
境
管
理
株

式
会
社
様
か
ら
ご
寄
付
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
公

園
の
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い

く
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。

　
山
梨
県
の
友
好
省
、

中
華
人
民
共
和
国
四
川

省
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
８
と
い
う
大
規

模
な
地
震
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
生
じ
て
お
り

ま
す
。
本
県
と
四
川
省

は
昭
和
60
年
に
友
好
県

省
を
締
結
し
、
今
日
ま

で
幅
広
い
分
野
で
活
発

な
活
動
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

　
四
川
省
が
大
規
模
な
災
害
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
は
、

友
好
県
省
の
締
結
を
し
て
い
る
本
県
に
よ
っ
て
看
過
で

き
な
い
事
態
で
あ
り
、（
財
）
山
梨
県
国
際
交
流
協
会
で

は
、
四
川
省
と
本
県
と
の
変
わ
ら
ぬ
ゆ
う
こ
う
の
印
と

し
て
、
義
援
金
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
被
災
者
の
支
援
や

災
害
復
興
活
動
の
た
め
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
６
月
30
日
ま
で

■
振
込
先
　
　
山
梨
中
央
銀
行
　
県
庁
支
店

■
講
座
名
義
　
「
四
川
省
地
震
被
害
義
援
金
」

■
口
座
番
号
　
普
通 

６
６
７
６
１
８

※
山
梨
中
央
銀
行
か
ら
振
込
む
場
合
、
振
り
込
み
手
数

　
料
は
無
料
で
す

●
問
合
先
　
（
財
）
山
梨
県
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
　
（
甲
府
市
飯
田
）

　
　
　
　
　
　
　
電
話
０
５
５-

２
２
８-

５
４
１
９
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船津小海線の道路工事に着手船津小海線の道路工事に着手

○平成１８年度に用地説明会を実施いたしました、第１期工区の『船津工区（L=約400m）』　

の道路工事に着手いたします。

○ひきつづき、本年度から事業に着手すべく、第２期工区の『小立工区（L=約600m）』と

　『勝山工区（L=約700m）』の事業・用地説明会を近々開催いたします。

皆様のご協力をお願いいたします

◎◎

小立工区
勝山工区

役場

船津工区

区画整理事業

『船津工区』　 ７月～８月ころ着工予定

『小立工区』　　

『勝山工区』
６月～７月ころ事業・用地説明会実施予定

富士・東部建設事務所　吉田支所から山梨県からのお知らせ

歩道 歩道路肩 路肩車線 車線

１６０００

３５００

３０００

３０００ ３０００

３０００１５００ １５００５００ ５００

３５００９０００

６０００

問合わせ先　 山梨県 富士・東部建設事務所 吉田支所　道路課 西部道路担当　TEL：0555-24-9086

船津工区標準横断図

｝
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▲太陽光発電を設置すると買電用と売電用の２つのメーターが付き、

発電量と消費量のバランスにより交互に回る

〇
太
陽
光
発
電
の
値
段
は
？ 

…

〇
元
は
取
れ
る
か
？ 

…

〇
設
置
工
事
は
大
変
？ 

…

「
太
陽
光
発
電
」
っ
て
ど
う
な
の
?!

「
太
陽
光
発
電
」
っ
て
ど
う
な
の
?!

「
太
陽
光
発
電
」
っ
て
ど
う
な
の
?!

特 集

今
こ
そ
知
り
た
い

今
こ
そ
知
り
た
い

今
こ
そ
知
り
た
い

　
町
で
は
平
成
１７
年
度
よ
り
、
当
地
域
で
最
も
利
用
に
適
し
た

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
研
究･

模
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
当
地
域
の
年
間
日
照
時
間
の
長
さ
や
比
較
的

平
均
気
温
が
低
い
こ
と
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
太
陽

光
発
電
に
有
利
な
自
然
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム(

装
置)

の
製
造
技
術
が
熟
成
し
安
定
し
て
き

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
が
、
現
時
点
に
お
い
て

最
も
導
入
可
能
性
の
高
い
ク
リ
ー
ン
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、「
富
士
河
口
湖
町
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
制
度
」
を
新
た
に
設
け
、
昨
年
７

月
よ
り
こ
の
シ
ス
テ
ム(

装
置)

を
設
置
、
ま
た
は
シ
ス
テ
ム

が
組
み
込
ま
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
町
民
の
皆
様
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、
今
年
の
３
月
末
現
在
ま
で

の
９
ヶ
月
間
の
補
助
件
数
は
２１
件
で
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
太
陽
光
発
電
に
関
心
は
あ
る

け
れ
ど
、
ど
う
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
・
・
」
と
い
っ
た
声
が
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
事
実
、
自
分
の
家
に
太
陽
光
発
電
を
つ
け

る
と
な
る
と
、
そ
れ
な
り
の
決
意
と
費
用
が
い
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
太
陽
光
発
電
設
置
の
実
状
に
つ
い
て
、
実
際
に

設
置
し
た
方
か
ら
伺
っ
た
話
な
ど
を
も
と
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
何
と
い
っ
て
も
一
番
気
に
な
る
設
置
費
用
で
す
。一
般
的
に

発
電
能
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト(

１
０
０
０
㍗)

あ
た
り
６０
万
円
～
８０

万
円(

メ
ー
カ
ー
・
機
種
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す)

と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
通
常
の
住
宅
で
日
中
の
使
用
分
の
電
力
を
ま
か

な
い
、
更
に
余
っ
た
分
を
あ
る
程
度
売
電
し
た
い
場
合
は
、３
～

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
規
模
の
発
電
能
力
が
必
要
に
な
る
よ
う

で
す
の
で
、一
式
２
百
万
～
３
百
万
円
代
程
度
と
な
り
、
普
及
し

始
め
た
頃
か
ら
の
価
格
の
動
向
か
ら
考
え
る
と
、そ
ろ
そ
ろ
「
下

げ
止
ま
り
」
と
い
っ
た
感
じ
を
受
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
今
後
の
技
術
開
発
や
大
量
生
産
の
実
現
に
よ
り
数

年
後
に
は
さ
ら
に
値
段
が
下
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
見
方

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
最
近
で
は
パ
ネ
ル
に
使
う
原
料
の
シ
リ

コ
ン
が
国
際
的
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
か
れ
て
い

ま
す
。

　
と
て
も
複
雑
で
難
し
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
最
近
の
太
陽
光

発
電
の
寿
命
は
３０
年
以
上
と
い
わ
れ
、
と
て
も
長
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ほ
ど
の
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
限

り
、
気
長
に
使
っ
て
い
れ
ば
最
終
的
に
設
置
費
用
は
回
収
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
太
陽
光
発
電
設
置
に
お
い
て
「
元
を
取
る
」
と
は
、

設
置
前
の
月
々
の
電
気(

買
電)

代
と
設
置
後
の
安
く
な
っ
た
電

気
代
と
の
差
額
に
、
発
電
し
て
余
っ
た
電
力
を
東
電
に
売
っ
た

金
額(

売
電)

を
合
算
し
た
金
額
を
積
み
上
げ
て
、
何
年
で
設
置

費
用
と
同
じ
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

早
け
れ
ば
２０
年
か
か
ら
ず
に
費
用
を
回
収
で
き
る
場
合
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、設
置
す
る
屋
根
の
条
件
で
発
電
効
率
は
変
化
し
、

ま
た
設
置
パ
ネ
ル
の
枚
数
、
設
置
世
帯
の
家
族
構
成
や
電
気
の

使
用
状
況
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま
す(

オ
ー
ル
電
化
に
し
た

場
合
は
、こ
の
計
算
に
台
所
の
ガ
ス
代
と
ボ
イ
ラ
ー
の
灯
油
代

な
ど
も
含
ん
で
算
出
し
ま
す)

。
ち
な
み
に
屋
根
の
傾
斜
が
３５

度(

一
般
的
に
は
設
置
地
域
の
緯
度)

程
度
、
南
向
き
で
朝
か
ら

夕
方
ま
で
日
光
が
遮
ら
れ
な
い
条
件
の
屋
根
が
、
発
電
効
率
が

高
い
屋
根
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

　
事
前
に
請
負
業
者
と
２
、
３
回
打
合
せ
を
し
、
設
置
工
事
は

1
日
で
完
了
し
ま
す
。
そ
の
後
、
東
電
の
検
査
を
受
け
れ
ば
発

電
開
始
で
、
そ
の
間
約
１
ヶ
月
と
短
期
間
で
す
。
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〇
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…

〇
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…

▲各社から出されているモニターを使うと発電量、消費量、売電・

買電状況までひと目で確認できます。また、石油換算の消費削減

量や、CO2排出削減量も表示されます。

ＬＬサイズ１袋 作るのに、
小さなおちょこ
１杯分（約20ml）

200リットルの
ドラム缶が
約300万本分
（約60万kl）

レジ袋を石油原料に換算すると

 全国で1年間に使用されている
３０５億枚のレジ袋は…

レジ袋の削減の必要性やレジ袋無料配布の

中止の効果についての講演会を開催します。

｢レジ袋の削減について考える｣

講演会を開催します

■日時　６月２１日(土) 午後１時３０分

■場所　山梨県立大学　飯田キャンパス　

■講師　舟木賢徳氏（環境省環境カウンセラー）

　　　　『「レジ袋」の環境経済政策』著者

●問合せ・申込先　

　環境創造課 電話　℡055-223-1506

　
何
と
言
っ
て
も
地
球
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
せ
て
い
る
の
が

嬉
し
い(

国
内
の
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
が
太
陽
光
発
電
ピ
ー
ク

と
ほ
ぼ
重
な
る)

で
す
。
地
震
な
ど
災
害
時
に
停
電
を
し
て
も
、

日
中(

発
電
中)

な
ら
１
５
０
０
㍗
分
の
電
源
が
使
え
ま
す
。
設

置
費
用
回
収(

ま
た
は
ロ
ー
ン
返
済)

後
も
発
電
シ
ス
テ
ム
が
使

え
る
限
り
、
太
陽
光
発
電
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
将
来
へ
の
投
資
」
に
も
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
設
置
に
伴
い
東
電
と
の
電
力
契
約
も
太
陽
光
発

電
に
合
っ
た
タ
イ
プ(

時
間
帯
別
電
灯
：
購
入
す
る
電
気
の
単

価
が
時
間
割
で
昼
間
は
高
く
夜
間
安
い
タ
イ
プ)

に
変
更
し
、ま

た
、
発
電
し
て
余
っ
た
電
力
は
東
電
で
少
し
高
め
に
買
っ
て
く
れ

る
の
で
実
際
の
電
力
売
買
の
バ
ラ
ン
ス
以
上
に
設
置
後
の
電
気

代
が
削
減
さ
れ
て
き
ま
す
。
発
電
モ
ニ
タ
ー
を
使
う
と
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
発
電
量
と
消
費
量
が
表
示
さ
れ
る
の
で
家
族
全
員
に

節
電
意
識
が
芽
生
え
ま
す(

お
天
気
し
だ
い
で

変
わ
る
発
電
量
に
も
一
喜
一
憂)

、
ま
た
、
ど
ん
な

家
電
製
品
が
ど
の
く
ら
い
電
気
を
使
う
か
敏
感

に
な
り
ま
す(

や
は
り
ワ
ー
ス
ト
３
は
ド
ラ
イ
ヤ

ー
、
電
子
レ
ン
ジ
、ア
イ
ロ
ン
か
？)

。

　
今
年
、
東
電
は
原
油
高
騰
か
ら
７
月
～
９
月

の
間
の
電
気
料
金
値
上
げ
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
も
地
震
な
ど
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
ま
す
が
、こ
う
い
っ
た
こ
と

の
影
響
も
か
な
り
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
設
置
費
用
が
高
い
こ
と(

残
念

な
が
ら
国
の
補
助
は
す
で
に
終
了
、
町
の
補
助

金
も
最
高
で
１２
万
円
ま
で
・・)

く
ら
い
で
、
見
た
目
も
そ
ん
な
に

悪
く
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
最
近
は
和
風
デ
ザ
イ
ン
に
マ
ッ
チ
し

た
瓦
風
の
パ
ネ
ル
ま
で
揃
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、パ
ネ
ル
１
枚
あ
た
り
の
重
さ
も
約
１０
㎏
と
屋
根
へ
の

負
担
も
さ
ほ
ど
な
い
よ
う
で
す
。

　
以
上
、
太
陽
光
発
電
の
身
近
な
現
状
を
少
し
詳
し
く
紹
介
し

ま
し
た
が
、
世
間
で
は
「
太
陽
光
発
電
は
と
に
か
く
値
が
張
る
」

と
い
う
の
が
定
説
で
す
が
、こ
こ
で
何
人
か
の
皆
さ
ん
の
話
し

を
聞
く
限
り
で
は
「
つ
け
て
よ
か
っ
た
!
」
と
い
う
声
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
い
ず
れ
は
こ
の
紙
面
で
、
実
際
の
発
電
デ
ー
タ
も
公

開
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

詳
し
く
は
：
町
役
場
環
境
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
資
源
保
全
係
　
７
２
‐
３
１
６
９

　月　   日から、レジ袋の無料配布が中止されます！
県内の主なスーパーマーケットなどで

666 303030



広
報
富
士
河
口
湖

　
６

　皆さんの安全を守るため、武力攻撃やテロ、また大地震などの緊急事態が迫った場合、防災行政無線を通じて注意を呼びかけ

るシステム「J-ALERT」（全国瞬時警報システム）が開始しました。

　これは、対処に時間的余裕のない事態に関する情報が、国から衛星通信ネットワークを用いて瞬時に送信され町の防災行政無

線を自動的に起動し、警報と放送を行なうシステムです。

　　次の一覧表を参考にし、万が一緊急放送があった場合は冷静に行動して下さい。

防災行政無線を
通じて

の緊急放送を開始しましたJ-ALERT
（全国瞬時警報システム）

J-ALERT（全国瞬時警報システム）
により放送される情報 ※これらの情報は、自動的に放送されるシステムなため、

　24時間何時でも放送されることをご承知おき下さい。

○ ゲリラ等による攻撃情報

○ 航空攻撃情報

○ 弾道ミサイル攻撃情報

○ 大規模テロ情報

・テロなどの情報が誤報の場合

「こちらは、ぼうさいふじかわぐちこです。

・ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。

　当地域にゲリラ攻撃の可能性があります。

・航空攻撃情報。航空攻撃情報。

　当地域に航空攻撃の可能性があります。

・ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。

　当地域に着弾する可能性があります。

・大規模テロ情報。大規模テロ情報。

　当地域にテロの危険が及ぶ可能性があります。

　屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけて下さい。」（3回繰り返し）

「以上、ぼうさいふじかわぐちこ。」

「こちらは、ぼうさいふじかわぐちこです。

　先ほどの国民保護情報は誤報です。」（3回繰り返し）

「以上、ぼうさいふじかわぐちこ。」

○ 東海地震観測情報

○ 東海地震注意情報

○ 東海地震予知情報

　(東海地震警戒宣言発令)

「こちらは、ぼうさいふじかわぐちこです。

　・ただいま、東海地震観測情報が発表されました。

　・ただいま、東海地震注意情報が発表されました。

　・ただいま、東海地震警戒宣言が発表されました。

テレビ・ラジオの情報に注意下さい。」（3回繰り返し）

「以上、ぼうさいふじかわぐちこ。」

○ 火山観測情報

○ 臨時火山情報

○ 緊急火山情報

「こちらは、ぼうさいふじかわぐちこです。

　・ただいま、火山観測情報が発表されました。

　・ただいま、臨時火山情報が発表されました。

　・ただいま、緊急火山情報が発表されました。

テレビ・ラジオの情報に注意下さい。」（3回繰り返し）

「以上、ぼうさいふじかわぐちこ。」

○ 緊急地震速報

　　 直下型地震や震源が近い場合は

　速報が間に合わないことがあります。
「大地震（おおじしん）です。

　大地震（おおじしん）です。」（3回繰り返し）

・緊急地震速報が誤報の場合 「こちらは、ぼうさいふじかわぐちこです。

　先ほどの地震速報は誤報です。」（3回繰り返し）

「以上、ぼうさいふじかわぐちこ。」

問合せ：管理課防災係　℡72-6013

サイレン１４秒

チャイム

チャイム

チャイム

チャイム

キュンキュン（報知音）

情　　報 報知音／放送文

注

｝
｝

｝

ジェイ・アラート
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[日常生活に取り入れたい習慣]

～平成２０年６月１日施行～

管理課 防災係　℡ 72-6013

Part 17Part 17Part 17

　阪神・淡路大震災を体験した方の話しの中に次のような内容があります。

「地震がおさまり家の中からやっとの思いで外へ出てみると、同じようにたくさんの人

たちが外へ出てきていて、その人たちを見るとみんな裸足だった。靴箱も地震でどこ

かに飛んでしまって、履く靴も見つからない。みんな足から血が出ていることにも気付

かないくらい夢中で外へ逃げた。」

　地震はいつ起こるかわかりません。例えば、突然真夜中に起こるかもしれません。

就寝中は靴など履いている人はいません。しかし、大きな揺れによって家の中でガラスなどの破片や転倒した家具

などが散乱したら、素足で歩くことは大変危険なことです。

安全に避難出来るように、枕元や布団の下にスリッパや靴を置いておくとよいでしょう。

　　

○ 助手席以外の座席の同乗者にもシートベルトの着用義務

○ ７５歳以上の運転者は「高齢運転者標識」の表示事務

○ 聴覚障害者における条件付きでの免許取得が可能

　「聴覚障害者標識」の表示義務

　　

○ １３歳未満の子供の自転車乗車時には、ヘルメット着用の努力義務（保護者）

○ 「子供や高齢者が運転する場合」や「車道通行が危険な場合」の歩道の通行可能

○ 歩行者用信号機のある横断歩道の通行可能

　 （改正前は、自転車から降りて渡らなければなりませんでした）

問合せは…県警察本部交通企画課（055-235-2121）、または富士吉田警察署交通課（22-0110）

道路交通法の改正による新しいルール道路交通法の改正による新しいルール

運転者

自転車

富
士
吉
田
市
立
病
院

　
　
　
Ｂ
Ｌ
Ｓ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

■
日
　
時
　
７
月
～
３
月
ま
で
隔
月
の
第
２
土
曜
日

　
　
　
　
�
７
月
１２
日
（
土
）
午
前
９
時
～
１２
時

　
　
　
　
�
９
月
１３
日
（
土
）
午
前
９
時
～
１２
時

　
　
　
　
�
１１
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
～
１２
時

　
　
　
　
�
１
月
１０
日
（
土
）
午
前
９
時
～
１２
時

　
　
　
　
�
３
月
１４
日
（
土
）
午
前
９
時
～
１２
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
５
回
実
施

■
会
　
場
　
富
士
吉
田
市
立
病
院
２
階
・
講
堂

■
対
象
者
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
の
方
、
医
療
従
事
者

■
内
　
容
　
心
肺
停
止
に
対

　
　
　
　
　
す
る
初
期
対
応

　
　
　
　
　
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
　
　
　
　
用
方
法
を
正
し

　
　
　
　
　
く
理
解
し
、
基

　
　
　
　
　
本
的
な
心
肺
蘇

　
　
　
　
　
生
法
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。
最
終
的

　
　
　
　
　
に
は
、
富
士
五
湖
消
防
本
部
が
認
定
す

　
　
　
　
　
る
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を
交
付

　
　
　
　
　
し
ま
す
。

■
講
　
師
　

　
　
　
救
急
医
療
担
当
医
師
及
び
有
資
格
看
護
士

　
　
　
救
急
救
命
士
（
協
力
：
富
士
五
湖
消
防
本
部
）

■
申
込
方
法
　
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
申
込

　
　
　
　
　
　
ん
で
下
さ
い
。

■
受
講
料
　
無
料

●
問
合
・
申
込
先
　
富
士
吉
田
市
立
病
院
医
事
課

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
２
２
‐
４
１
１
１
（
水
越
）
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　歯の衛生週間もある今月は歯のお話しです。小さなお子さんを持つ保護者のみなさん、お子さんの口の中をのぞいてみ

て下さい。歯は何本ありますか？個人差はありますが３歳ころまでには２０本の乳歯が生えそろいます。

　乳歯の下にはちゃんと永久歯がスタンバイしています。「乳歯は生えかわるから」と手入れをおろそかにすると・・・永久

歯にそのツケがまわってきます。

　乳歯を守るのは大人の役目です。小学生までは仕上げ磨きをおすすめします。

�歯磨き　　　できれば毎食後きちんと磨く。

　　　　　　　大人は歯間ブラシやフロスも一緒に使おう。

�食生活　　　かみごたえのある食べ物（こんにゃくや油揚げなど)も積極的に使って

　　　　　　　よくかもう。だ液はむし歯予防のはたらきがあります。

�フッ化物の応用

　　　　　　　フッ素塗布（歯科医院）やフッ素入り歯みがき粉を利用する。

�定期検診　　誕生月には歯科検診をして歯の状態を確認しよう。

虫歯予防の基本

今行くことがこの先の歯の寿命を変えるかも・・・

　一生付き合う大切な「歯」。自分の歯で食べられる喜びは歯を失ってから

では感じられません。まずは歯科検診をかかりつけ医で受けるか下記の検

診に出かけてみましょう。

＜日程＞　６月７日（土）午後２時から午後４時まで

＜場所＞　Qスタ４階

＜内容＞　歯科検診・相談・虫歯の予防法・フッ素塗布等

　毎年６月の歯の衛生週間にあわせ山梨県歯科医師会では無料の歯の健康

相談を行っています。南都留では以下の日程で行われますので、ぜひこの

機会をご利用下さい。

無料歯科検診の
おしらせ

町内歯科マップあります。欲しい方は健康増進課まで（７２－６０３７）

山
梨
赤
十
字
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
山
梨
赤
十
字
病
院
で
は
、
従
来
よ
り
勤
務
医
の

労
働
環
境
の
改
善
・
看
護
師
等
の
確
保
と
本
来
の

２
次
救
急
医
療
と
し
て
の
役
割
を
強
化
す
る
必
要

か
ら
、
土
曜
日
の
外
来
休
診
に
向
け
て
、
富
士
吉
田

市
立
病
院
と
は
度
重
な
る
協
議
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
富
士
吉
田
市
立
病
院
で
は
、６
月
か
ら
第
１
・
３
・

５
土
曜
日
の
外
来
を
休
診
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
富
士
吉
田
市
立
病
院
と
の
協
調
体
制

の
観
点
か
ら
、
本
院
は
７
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
毎
月
第
４
土
曜
日
の
外
来
を

休
診
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
７
月
か
ら
は
第
４
土

曜
日
は
定
期
外
来
診
療
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
夜
間
、
休
日
の
救
急
体
制
同

様
に
土
曜
日
休
診
は
、
救
急

対
応
で
富
士
吉
田
市
立
病
院

と
協
力
し
、
２
次
救
急
医
療

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

7
月
か
ら

第
１
・
３
・
５
土
曜
日
の

外
来
が
休
診
に
！

7
月
は
5
日
と
19
日
で
す
。

8
月
は
2
日
・
16
日
・
30
日
で
す
。
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
職
場
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
結
婚
相
手
に

め
ぐ
り
あ
う
機
会
の
少
な
い
方
の
た
め
に
、
町
で

は
結
婚
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
所
で

は
、
結
婚
相
手
の
紹

介
や
相
談
に
応
じ
、

生
涯
の
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
捜
し
を
お

手
伝
い
し
て
い
ま

す
。
２２
名
の
相
談
員
が
お
互
い
の
情
報
を
交
換

し
な
が
ら
お
応
え
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
船
　
津
】 

　
梶
原
智
恵
子
、
外
川
和
夫

　
　
　
　
　 

 

宇
野
み
つ
子

【
小
　
立
】
　 

広
瀬
恭
平
、
渡
辺
か
め
子

　
　
　
　
　
　
渡
辺
ふ
み
江
、
宮
下
正
美

【
大
　
石
】
　 

堀
内
ち
か
子
、
堀
内
初
美

【
河
　
口
】 

　
古
屋
ま
つ
子
、
渡
辺
巴

【
勝
　
山
】
　 

小
佐
野
近
、
小
佐
野
之
婦
子

　
　
　
　
　 

 

在
原
か
な
江
、
流
石
勝
子 
【
足
和
田
】  

 

宮
下
昭
夫
、
渡
辺
照
江

　
　
　
　
　 

 

渡
辺
美
代
子
、
渡
辺
美
明

【
上
九
一
色
】 
小
林
竹
光
、
山
口
ひ
と
み
　
　
　

　
　
　 

 
 

　 
三
浦
元
幸

【
事
務
局
】
　 

町
社
協
（
７
２
‐
１
４
３
０
）

　②
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
事
業

・
社
協
理
事
、
評
議
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
、

　
関
心
の
あ
る
方
な
ど

・
年
に
１
度
開
催
。

　
町
社
協
や
福
祉
団
体
へ
金
品

　
（
五
万
円
以
上
）
の
寄
付
者
へ
の
感
謝
状
、
並

　
び
に
、
児
童
生
徒
の
福
祉
作
文
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
へ
の
賞
状
の
贈
呈
式
の

　
実
施
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
で
は
、
講

　
演
な
ど
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意

　
識
向
上
を
図
る
。

③
児
童
生
徒
　
福
祉
作
文
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集
事
業

・
小
、
中
学
校
並
び
に
、

　
支
援
学
校
の
児
童
生
徒

・
冬
休
み
を
利
用
し
て
、

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
一
人
一
人
の
思
い

　
や
り
や
助
け
合
い
の
心
を
養
う
と
共
に
、
共

　
に
考
え
、
実
践
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を

　
推
進
す
る
た
め
に
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童

　
生
徒
よ
り
募
集
す
る
。

　
　
全
応
募
作
品
は
、
２
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月

　
間
に
あ
わ
せ
て
展
示
会
を
行
う
。

　
　
入
選
作
品
は
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

　
の
集
い
の
席
で
、
表
彰
を
行
う
。

対
象

対
象

内
容

内
容

『
健
康
生
き
が
い
事
業
』
を
紹
介

〔
そ
の
２
〕

＝ 

相
談
員
の
紹
介 

＝

『
結
婚
相
談
所
』
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
寿
医
療
制
度

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、
国
民
健

康
保
険
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
目

的
税
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
た
ち
の
医
療
費
を
支
払
う
財
源
で
す
。

　
国
保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世
帯

主
が
納
め
ま
す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
で
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税

納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。
納
税

通
知
書
や
納
付
書
は
世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
国
保
税
を
確
実
に
納
め
る
た
め
に
、
簡
単

便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
、
届
出

印
を
お
持
ち
の
う
え
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

【
納
め
て
い
た
だ
い
た
国
保
税
は
す
べ
て
医

療
費
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
】

　
平
成
20
年
度
国
保
税
は
７
月
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
率
に
つ
い
て
は
75

歳
以
上
の
方
の
医
療
費
を

負
担
す
る
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
」
等
も
含
め
町
か
ら
の

諮
問
を
う
け
、
国
保
運
営
協

議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
様
に
、
個
別
の
金
融
機

関
等
の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
な
ど
の

手
間
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ

く
仕
組
み
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
年
金
か
ら
お
支

払
い
い
だ
い
て
い
な
い

方
も
、
左
記
の
要
件
を
満

た
す
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
10
月
15
日
に

支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
、
保
険
料
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
対
象
と
な

る
の
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

①
年
金
額
が
年
額
18
万
円（
月
額
１
万
５
千
円
）

　
以
上
の
方

②
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年

　
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方

　
現
在
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
お
払
い
い
た

だ
い
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

20
年
９
月
ま
で
は
納
付
書
等
に
よ
り
、
個
別

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方
か
ら
は
、
平
成
20
年
９
月
ま
で
の
保

険
料
は
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

　
年
金
か
ら
、
10
月
、
12
月
、
翌
年
２
月
の
各

月
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料
額
は
、
原

則
と
し
て
、
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
か
ら
、

平
成
20
年
９
月
ま
で
に
年
金
か
ら
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
額
や
納
付
書
等
で
納
め
て
い
た

だ
い
た
額
を
差
し
引
い
た
額
を
３
等
分
し
た

金
額
と
な
り
ま
す
。

　
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料
額

の
決
定
通
知
書
は
、
平
成
20
年
７
月
頃
、
被
保

険
者
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

●
年
金
か
ら
お
支
払
い
た
だ
く
保
険
料
額
に

　
関
す
る
問
合
せ
は
、

　
　
町
役
場
保
険
課
国
保
・
老
人
保
健
係

　
　 

　
℡
72
‐
６
０
２
６
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

医療費



広
報
富
士
河
口
湖

　
１０

現況届日程

添付書類

　◆印鑑

　◆健康保険被保険者証の写し

　◆平成２０年１月１日以降に

　　転入された方は、児童手当用所得証明書

　◆その他、必要に応じて提出する書類があります。

　■総合窓口課児童手当担当：℡７２－１１１４

　阪神・淡路大震災における死者６，４００余名の約

８割は、住宅の倒壊等が原因とされています。また、昨

年の能登半島地震、中越沖地震でも住宅の倒壊による

被害が発生しましたが、特に古い木造家屋の倒壊が目

立ち、多くの人的被害が確認されております。

　山梨県においても切迫性の高い東海地震や活断層

による大規模地震の発生が想定され、建築物の耐震化

は喫緊の課題となっております。

富士河口湖町では、木造住宅の無料耐震診断及び耐震

改修の補助を実施す

ることで、お住まい

の住宅についての安

全性を高めていただ

き、安全で暮らしや

すいまちづくりを進

めていきたいと考え

ております。

１．内容　

　　木造住宅の安全性を確認するための無料耐震診

　断。（費用については町が国・県の補助金を活用しな

　がら負担します。）

２．対象住宅

　・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造２　

　階建て以下の住宅。

　・併用住宅の場合は、述べ床面積の過半が住宅と　

　して使用されている住宅。

　

※上記の条件を満たしていても規模・仕様等で対象にな

　らない場合がありますので、申込み時にご確認下さい。

１．内容　

　　木造住宅を耐震改修する際に町が一部費用を負

　担する補助事業。

　（町が国・県の補助金を活用しながら一部負担し

　　ます。）

２．対象事業

　・木造住宅耐震診断の結果、耐震化の必要がある

　（総合評点１．０未満）と診断された住宅を耐震改修

　（総合評点を１．０以上に）する事業。

３．補助金額

　・最大で８０万円まで。（高齢者世帯、障害者世帯等

については最大で１００万円まで。）

※上記以外にも諸条件がありますので詳細については事

　前にお問い合わせ下さい。

●お問い合わせ先

　　内容等でご不明な点等がある場合は　

　　町役場　都市整備課　都市計画係

　　　　　　　　　電話０５５５－７２－１９７６

　町では、各種統計調査に従事する統計調査員を募集

しています。

　■業務内容：各種統計調査の調査票の配布や回収・

　　　　　　　整理等

　■募集期間：随時

　■募集要件：調査で知り得た事など、個人情報の保

　　　　　　　護が守れる方

　　　　　

●問合先：企画課　地域情報係　７２－６０２３

児童手当現況届の提出は
６月中に忘れずに

統計調査員の募集！

地震に備えての木造住宅の
無料耐震診断及び
耐震改修補助のお知らせ

地　区 場　所日　　　　時

勝　山

足和田

小　立

勝山ふれあい

センター

６　月　１８　日（水）

午前 9時～１１時30分

船　津

河　口

大　石

町役場ロビー
６　月　１８　日（水）

 午後１時30分～４時30分

精　進

本　栖
精進出張所

６　月　１９　日（木）

午前９時30分～１１時

富士ヶ嶺
上九一色

出張所

６　月　１９　日（木）

　午前９時30分～１１時  

◇木造住宅の耐震診断について

◇木造住宅の耐震改修補助について



広
報
富
士
河
口
湖

　
１１ 前回２月のウォーク・クリーン隊には

１００名を超えるみんなが参加してくれました。

前回２月のウォーク・クリーン隊には

１００名を超えるみんなが参加してくれました。

第７回

まちづくりワークショップ主催

日　時　　６月２８日（土）午前９時　町民体育館前　集合

　　　　　　　　　  午前９時３０分　スタート！　１２時　ゴール

コース　　船津登山道、産業道路経由およそ５km

お楽しみ　その１：ウォーキング・クリーン隊オリジナルバッジのプレゼント

　　　　　その２：おいしいうどんのサービス

持ち物　　ゴミを拾うためのレジ袋、お弁当、飲み物、タオル、帽子、雨具、

　　　　　マイはし（うどんを食べるはし）など

申込み　　６月２０日（金）までに、町役場企画課へ（電話、FAXなど）

問合先　　まちづくりワークショップ事務局　町役場企画課

　　　　　　　　　　　　電話：７２－１１２９　FAX：７２－０９６９

　
① 

代
金
の
全
額
前
払
い
は
、
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
② 

い
ら
な
い
も
の
は
、
そ
の
場
で
は
っ
き
り
勇
気
を
も
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
③ 

契
約
前
に
家
族
や
友
人
、
知
人
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
④ 

や
さ
し
い
こ
と
ば
、
う
ま
い
話
、
も
う
け
話
に
は
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
⑤ 

う
か
つ
な
署
名
・
押
印
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
“し
ま
っ
た
”
と
思
っ
た
時
は
、早
め
の
相
談
を
！
！

●
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　
℡
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
４
５
５

　　
県
で
は
、
県
内
87
名
の
方
を
消
費
生
活
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
の
相
談
員
さ
ん
は
、
次
の
お
二
人
で
す
。
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
　
梶
原
　
経
子
（
船
津
）
　
℡
７
２
‐
１
４
２
４
　
　
　
　
　

　
　
高
信
　
明
美
（
船
津
）
　
℡
７
２
‐
４
０
９
１

　
　
　
　
　

　　
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、
平
成
20
年
４
月
７
日
か
ら
多
重
債
務
者
か
ら
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
お

悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
の
抱
え
る
借
金
の
状
況
等
を
お
聞
き
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
対
応
が
可
能
な
時
間
、
連
絡
先
な
ど
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

■
時
　
間
；
月
曜
日
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
12
時
15
分
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
連
絡
先
；
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所 

多
重
債
務
相
談
窓
口
（
甲
府
市
北
口
）

　
　
　
　 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
；
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１
（
代
）

　
　
　
　 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
；
０
５
５
‐
２
５
３
‐
３
３
１
０

消
費
生
活
一
口
メ
モ

高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
に
ご
用
心
！
！

平
成
20
年
度
の
山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

財
務
事
務
所
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
の
紹
介
！



広
報
富
士
河
口
湖

　
１２

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
」
に
つ
い
て

「
い
ざ
と
い
う
時
役
立
つ
携
帯
電
話
講
座
」

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
推
進
月
間
イ
ベ
ン
ト
」

「
男
性
が
家
族
団
ら
ん
を
演
出
！
　

　
　
　
お
い
し
い
珈
琲
の
入
れ
方
講
座
」

「
思
春
期
の
子
ど
も
と
向
き
合
う

　
　
　
保
護
者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
と
の
共
催
事
業
）

「
パ
パ
・
マ
マ
キ
ッ
チ
ン
＆
ち
ょ
っ
と
イ
イ
は
な
し

　
地
場
の
食
材
で
レ
ッ
ツ
　
ク
ッ
ク
！

　
　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
安
心
・
安
全
・

　
　
　
健
康
の
た
め
に
」

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
報
告
数
は
依
然
と
し
て

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年
の
１
年
間
で
、
新
規
に

1
4
4
8
件
と
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
感
染
不
安
の
あ
る

方
等
に
匿
名
・
無
料
で
、
相
談
と
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
は
採
血
後
１
時
間
以
内
で
結

果
わ
か
る
即
日
（
抗
体
）
検
査
で
す
。

　
な
お
、
感
染
の
心
配
の
あ
っ
た
時
か
ら
３
ヶ
月
ほ
ど
経

過
し
て
い
な
い
と
確
実
な
検
査
結
果
を
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に
て
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
・
検
査
予
約
受
付

　
　
　
　
※
地
域
保
健
課
　
℡
0
5
5
5-

24-

9
0
3
5

■
日
　
時
　
６
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時
　

■
講
　
師
　
清
水
絹
代
さ
ん
（
栄
養
士
）
他
　

■
内
　
容
　
安
心
、
安
全
な
食
材
に
つ
い
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

　
　
　
　
　
ス
に
つ
い
て
、
お
い
し
さ
に
つ
い
て
な
ど
な
ど

　
　
　
　
　
“食
”の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、

　
　
　
　
　「
地
粉
と
地
場
野
菜
」
を
使
っ
た
餃
子
を
作
り

　
　
　
　
　
ま
す
。
お
い
し
く
て
、
た
め
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

■
材
料
代
　
１
人
５
０
０
円
（
当
日
集
金
し
ま
す
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ラ
ッ
プ
の
芯
な
ど

■
対
　
象
　
お
子
さ
ん
の
い
る
方
、
関

　
　
　
　
　
心
の
あ
る
方

■
申
込
先
　
６
月
12
日
（
木
）
ま
で
に
。

　
　
　
　
　
先
着
順
。

※
そ
の
他
　
７
月
26
日
（
土
）
第
２
回

　
　
　
　
　
目
が
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
18
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～
３
時

■
講
　
師
　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
富
士
吉
田
店
　

■
内
　
容
　
大
好
評
に
つ
き
、
第
３
弾
！
メ
ー
ル
の
仕
方
、

　
　
　
　
　
災
害
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
、
緊
急
速
報

　
　
　
　
　
の
聞
き
方
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
持
ち
物
　
携
帯
電
話
（
お
持
ち
の
方
）
、
無
い
方
に
は
お

　
　
　
　
　
貸
し
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
言
っ
て

　
　
　
　
　
下
さ
い
。

■
対
　
象
　
携
帯
電
話
初
心
者
　
15
名
（
要
申
込
み
。
）

■
そ
の
他
　
参
加
は
無
料
で
す
。
同
様
の
講
座
を

　
　
　
　
　
８
月
20
日
（
水
）
に
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
25
分

■
内
　
容
　

　
第
１
部
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
10
分

　
　
寸
劇
　
「
男
だ
っ
て
ケ
セ
ラ
セ
ラ
」

　
　
出
演
　
劇
団
さ
く
ら
っ
子

　
第
２
部
　
午
後
２
時
25
分
～
３
時
25
分

　
　
対
談
　
「
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」

　
　
出
演
　
澤
田
洋
一
さ
ん
・
澤
田
請
子
さ
ん
夫
妻

　
＊
家
族
の
た
め
、
社
会
の
た
め
の
働
き
づ
め
の
毎
日
、
気

　
　
が
付
け
ば
寂
し
い
身
、
足
が
進
ま
な
い
地
域
デ
ビ
ュ

　
　
ー
。
で
も
、
夢
と
希
望
を
諦
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
寸
劇
と
対
談
を
機
に
、
活
力
あ
ふ
れ
る
生
き
方
を

　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
。（
参
加
は
無
料
で
す
。
）

　
　

■
日
　
時
　
６
月
21
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

■
講
　
師
　
Ｕ
Ｃ
Ｃ
珈
琲
イ
ン
ス
ト
ラ
タ
ー
　

■
内
　
容
　
昨
年
大
好
評
に
つ
き
、
第
２
弾
！

　
　
　
　
　
・
珈
琲
の
ミ
ニ
知
識
を
学
ぶ
・
珈
琲
の
飲
み
比

　
　
　
　
　
べ
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
珈
琲
の
お
い
し
い
入
れ
方

■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
　
定
員
20
名
（
要
申
込
み
。
）

■
日
　
時
　
６
月
26
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時
30
分

■
講
　
師
　
石
原
廣
人
さ
ん
（
健
康
科
学
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
正
木
啓
子
さ
ん
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■
内
　
容
　
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を

　
　
　
　
　
抱
え
て
い
る
保
護
者
が
、

　
　
　
　
　
よ
り
よ
い
親
子
関
係
の
築

　
　
　
　
　
き
方
に
つ
い
て
学
び
考
え

　
　
　
　
　
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

　
　
　
　
　
講
演
会
と
分
科
会
を
行
う
。

■
対
　
象
　
思
春
期
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
、
関
心
の

　
　
　
　
　
あ
る
方
、
定
員
40
名

　
＊
ど
の
講
座
も
託
児
あ
り
（
未
就
学
児
）
。

　
＊
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
む
。

●
問
合
先
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
企
画
担
当
　
菊
池
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
４
５
‐
１
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５
４
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４
５
‐
１
６
６
３



広
報
富
士
河
口
湖

　
１３

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら

ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
か
ら

県
労
政
雇
用
課
か
ら

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
・
・
・

【
訪
問
療
育･

訪
問
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
】

出
張
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す

『
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・

　
　
　
教
育
相
談
会
の
お
知
ら
せ
』

　
山
梨
県
で
も
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
記
念
行
事
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
推
進
月
間
に
あ
わ
せ
て
身
近

な
、
家
庭
や
地
域
か
ら
進
め
る
男
女
共
同
参
画
を
考
え
て

見
ま
せ
ん
か
？

・
男
女
共
同
参
画
基
本
法

は
、
１
９
９
９
年
６
月
23

日
に
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
、
時
代
の
要
請
で
も
あ

り
、
少
子
高
齢
化
や
国
際
化

等
に
よ
っ
て
激
変
す
る
社
会
の
要
請
で
も
あ
り
ま
す
。

・
世
界
中
で
女
性
の
地
位
向
上
と
、
男
女
の
平
等
を
求
め
る

動
き
が
活
発
化
し
た
の
は
１
９
７
５
年
の
「
国
際
婦
人
年
」

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
年
に
「
世
界
女
性
会
議
」
が
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
国
際
婦
人
年

か
ら
33
年
経
っ
た
今
、
着
実
に
法
制
度
の
整
備
が
進
ん
で
、

国
民
の
意
識
や
企
業
の
取
り
組
み
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
　

・
し
か
し
、
日
本
は
、
寿
命
や
教
育
水
準
か
ら
算
出
す
る
人

間
開
発
指
数
H
D
I
は
１
７
７
カ
国
中
７
位
な
の
に
対
し

て
、
政
治
や
経
済
分
野
で
の
意
思
決
定
過
程
へ
の
女
性
参

画
度
を
示
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
エ
ン
パ
ワ
ー
指
数
G
E
M
は
75

ケ
国
中
42
位
と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
日
本
は
女

性
が
政
治
や
経
済
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
十
分
で
な
い

と
い
え
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
は
、
決
し
て
男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
く
、
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
か
く
あ
る
べ

き
と
い
う
制
約
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
に
縛
ら
れ
ず
、
自
分
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
す
。
男
女

と
も
多
様
な
生
き
方
が
選
べ
る
社
会
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？
」
わ
か
っ
て
い
る
よ
う

で
、わ
か
ら
な
い
言
葉
・・・
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富
士
北
麓
圏
域

に
お
住
ま
い
の
障
害
（
知
的･

身
体
）
を
お
持
ち
の
方
で
、
障

害
状
況
・
地
理
的
条
件
な
ど
か
ら
医
療
機
関
で
健
康
診
査

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
お
宅
に
、
医
師
・
相
談
ス
タ

ッ
フ
が
伺
い
、
本
人
や
家
族
の
健
康
管
理
を
支
援
し
ま
す
。

実
施
内
容
：
医
師
に
よ
る
健
康
診
査
、
専
門
的
療
育
指
導
・

　
　
　
　
　
相
談

対

象

者
：
重
症
心
身
障
害
児(

者)

、
知
的
障
害
児(

者)

、 
 
   

　
　
　
　
　
身
体
障
害
児
、
家
族

実
施
時
期
：
日
時
は
相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
先
：
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

5
5
3
3

　
山
梨
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
で
は
、
本
年
度
も
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
教

育
活
動
を
知
っ
て
も
い
た
だ
く
た
め
、
校
内
の
授
業
風
景

な
ど
を
自
由
に
参
観
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま

た
、
当
日
の
午
後
か
ら
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
や
教
育
関
係
者
の
皆

様
を
対
象
と
し
た
「
教
育
相

談
会
」
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
来
校
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
10
分
～
10
時
　
校
内
見
学
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
み
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
10
分
～
11
時
45
分
　
授
業
見
学

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
　
教
育
相
談
会
（
希
望
者
の
み
）

■
場
　
所
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校 

 
 

■
そ
の
他

　
（
１
）
校
内
見
学
ツ
ア
ー
参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
９
時

　
　
　
10
分
に
間
に
合
う
よ
う
に
受
付
に
お
越
し
下
さ
い
。

　
　
　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
（
２
）
教
育
相
談
会
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
事

　
　
　
前
に
学
校
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

　
　
　
　
℡
72
‐
５
１
６
１
（
担
当
　
渡
井
、
赤
池
、
荒
川
）

　　
若
者
の
就
職
活
動
を
応
援
す
る
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま

な
し
」
が
富
士
・
東
部
地
域
に
出
張
し
、
各
種
就
職
関
連
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館

■
内
　
容
　
①
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
（
申
込
み
必
要
、
定
員
５
名
）

　
　
　
　
　
②
能
力
開
発
相
談
、
職
業
紹
介
な
ど

　
　
　
　
　
　
（
申
込
み
不
要
）

■
対
象
者
　
34
歳
ま
で
の
若
年
者

　
　
　
（
失
業
者
、
転
職
希
望
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生
等
）

●
問
合
先
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
3
3-

4
5
1
0

　
　
　
　
　
県
労
政
雇
用
課
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5
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